
作 物 名 最 適 Ｐ Ｈ 作 物 名 最 適 Ｐ Ｈ 作 物 名 最 適 Ｐ Ｈ
水 稲 育 苗 4.8 ～ 5.3 ハ ク サ イ 6.5 ～ 7.0 水 仙 5.5 ～ 6.5

水 稲 5.5 ～ 6.5 キ ャ ベ ツ 6.5 ～ 7.0 ユ リ 6.0 ～ 7.0
陸 稲 4.6 ～ 5.5 カ リ フ ラ ワ ー 5.5 ～ 7.0 シ ク ラ メ ン 6.0 ～ 7.0
大 麦 6.5 ～ 7.5 ブ ロ ッ コ リ ー 6.0 ～ 6.5 ヒ マ ワ リ 5.0 ～ 6.5
小 麦 6.0 ～ 7.3 コモチカンラン 6.0 ～ 7.0 カ ス ミ 草 7.0 程 度
ソ バ 5.8 ～ 6.7 タ マ ネ ギ 6.0 ～ 7.0 マ ー ガ レ ッ ト 7.0 程 度
キ ビ 5.0 ～ 6.7 ネ ギ 5.7 ～ 7.4 シ ャ ク バ ゲ 5.0 ～ 6.0
ヒ エ 5.5 ～ 6.7 ニ ン ニ ク 6.0 ～ 6.5 ケ シ 5.0 ～ 7.0

キ ュ ウ リ 6.0 ～ 7.0 ア ス パ ラ 6.0 ～ 7.0 ラ ン 5.2 ～ 6.0
ス イ カ 5.5 ～ 6.8 レ タ ス 6.0 ～ 7.0 サ ボ テ ン 6.5 ～ 7.2
メ ロ ン 6.5 ～ 7.0 セ ロ リ ー 6.0 ～ 6.8 ナ タ ネ 5.0 ～ 6.2
カ ボ チ ャ 5.5 ～ 6.8 ホ ウ レ ン 草 6.0 ～ 7.5 ツ ツ ジ 5.0 ～ 5.8
シ ロ ウ リ 6.0 ～ 6.5 小 松 菜 5.2 ～ 6.0 サ ツ キ 5.2 ～ 5.8
ト マ ト 6.0 ～ 7.0 フ キ 5.5 ～ 6.5 椿 5.2 ～ 5.8
ナ ス 6.0 ～ 7.3 シ ン 菊 6.0 ～ 6.9 日 本 芝 5.6 程 度

ピ ー マ ン 5.5 ～ 6.7 ニ ラ 6.0 ～ 6.5 西 洋 芝 6.2 程 度
イ チ ゴ 5.5 ～ 6.8 ウ ド 5.0 ～ 6.0 ソ ル ゴ ー 5.5 ～ 7.0
イ ン ゲ ン 5.5 ～ 6.8 サ ン シ ョ 5.2 ～ 6.5 レ ン ゲ 6.8 程 度
ソ ラ 豆 6.5 ～ 7.0 ミ カ ン 5.0 ～ 6.0 イタリヤングラス 6.0 ～ 6.5
エ ン ド ウ 6.0 ～ 7.0 リ ン ゴ 5.5 ～ 6.5 オチヤードグラス 5.5 ～ 6.5
エ ダ 豆 5.5 ～ 7.0 ナ シ 6.0 ～ 7.0 チ モ シ ー 5.0 ～ 6.5

ト ウ モ ロ コ シ 5.7 ～ 7.5 ブ ド ウ 6.5 ～ 7.5 ル ー サ ン 7.3 ～ 8.1
大 豆 6.0 ～ 7.0 モ モ 5.2 ～ 6.3 赤クローバー 5.2 ～ 7.0
小 豆 6.0 ～ 6.5 カ キ 5.5 ～ 6.5 白クローバー 4.5 ～ 6.0

ト ー ガ ラ シ 6.0 ～ 7.0 ク リ 5.0 ～ 6.0 茶 4.5 ～ 6.5
ダ イ コ ン 5.8 ～ 6.8 ビ ワ 5.5 ～ 6.0 桑 5.0 ～ 6.5

カ ブ 5.5 ～ 7.0 ウ メ 6.5 程 度 タ バ コ 5.5 ～ 6.5
ゴ ボ ウ 5.5 ～ 6.5 ア ン ズ 6.2 ～ 7.0 ホ ッ プ 6.0 ～ 6.8
ニ ン ジ ン 6.0 ～ 7.0 オ ウ ト ウ 5.5 ～ 6.5 ビ ー ト 6.0 ～ 6.8
バ レ イ シ ョ 5.0 ～ 6.0 イ チ ヂ ク 6.2 ～ 7.3 杉 5.5 ～ 6.5
サ ト イ モ 5.0 ～ 7.0 ク ル ミ 5.6 程 度 桧 5.0 ～ 6.0
サ ツ マ イ モ 5.5 ～ 6.8 キ ク 6.0 ～ 7.0 赤 松 4.5 ～ 5.5
ヤ マ イ モ 6.2 程 度 バ ラ 5.0 ～ 7.0 黒 松 4.7 ～ 5.2
シ ョ ー ガ 6.0 ～ 6.5 カーネーション 6.0 ～ 7.0 カ シ 5.0 ～ 7.0
コ ン ニ ャ ク 5.5 ～ 6.0 ボ タ ン 6.0 ～ 6.8 ケ ヤ キ 5.0 ～ 7.0
ラ ッ カ セ イ 5.3 ～ 6.6 チ ュ ー リ ッ プ 6.0 ～ 7.0 竹 5.5 ～ 6.3
レ ン コ ン 5.5 ～ 6.5 朝 顔 5.5 ～ 6.5 ク ス 5.4 程 度
パ セ リ 6.0 ～ 6.5

【サーモ 902 土壌酸度計 (PH) について】
野菜作りには、畑の土を知る事が大切です。野菜にも育ちやすい好みの土の性質が
あります。それぞれの野菜に合った土をつくることで、野菜の成長は変わります。
野菜作りとは、まず土作りであるともいえます。

PH値は 7.0 が中性、7.0 を超える場合はアルカリ性、7.0 未満は酸性です。
植物の育成に適している PHの値は植物によって異なりますが、大体ＰＨ6～ 6.5
とされています。（右図参照）
与える肥料で土壌の PHは異なります。又、環境、雨等によって土壌の PHが左右
される場合もあります。

【サーモ 902 土壌水分計 (MOIST) について】
サーモ 902 の水分計は 1～ 10 の数値で土壌の湿り具合を表示します。

）。すまい違てっよに物植成育（ 。すまいてれさとい良が0.4～5.3はに成育物植の常通

※ 水やりについては上記の事をふまえ天候、日照、温湿度、雨水等を考慮し灌水し
　て下さい。
※サーモ 902の水分計の数値は、pF値や湿度 (％) などとの単位と関連性はありません。

【ご注意】
1. 土壌専用の計測器ですので、液体など土壌以外のものは計測できません。
2. センサーと密着しないタイプの土では正しく計測できません。
　密着させる状態で計測して下さい。小石などを多く含む土壌の計測には適しません。
3. 土壌が乾燥していたり肥料分が多かったりすると、適正に酸度を計測できません。
　酸度を計測する前には、事前にバケツ一杯くらいの水をまいてから測定して下さい。
4. センサー部分は防水ですが本体は防水ではありません。
5. お使いになった後は、汚れを落として清潔にし、乾燥した場所で保管してください。
6. 落としたり、強い衝撃を与えたりすると故障の原因となります。
7. 計測する土は、よく混ぜたものをお使い下さい。土がよく混ざっていない状態ですと
　正しい計測ができません。
8. 石灰が適切にまかれたかどうかを判断するには、土をよく混ぜて、1～ 2週間経って
　から測定して下さい。
9. 同じ箇所を数回計測し、平均値を算出してお使いになることをおすすめ致します。
10. 土に挿しても動かない場合は？
　中性の土の場合、酸度計の針は PHの「７」を指します。最初の針の位置が「7」の
　あたりを指していますので、中性の土の酸度を計測した場合は針の動きがほとんどあ
　りません。
　中性ではない他の土で計測する、または、土壌改良剤などを混ぜるなどして土の状態
　を変えてから、再度本商品を挿し込んで５分程度たってからご確認下さい。センサー
　は棒の先端部にありますので、深さにより計測値が変わることがあります。

作物の生育に適する土壌ＰＨ
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